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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下地部に外装材を固定して構成された外壁部の内側に浸入した浸入雨水を外部に排出す
るために用いられる水抜き具であり、前記外装材の下端とその下方に存する雨水流下面と
の間の間隙に配設される排水部と、該排水部に設けられ且つ前記下地部に固定される固定
片部とを具え、
　前記排水部は、前記外壁部の内外方向に延びて前記浸入雨水を外部に排出するための排
水路を前記雨水流下面との間で形成する箱状部を具え、該箱状部の内部には、前記排水路
を通して前記外壁部の内側に雨水が浸入するのを防止する水切り部が該箱状部と一体に設
けられており、
　前記箱状部は、内外方向に延びる上面部の左右両側で側面部が下設されて、下端面と内
端面と外端面が開放された箱状を呈し、該下端面及び前記水切り部の下端が前記雨水流下
面に当接されることによって前記排水路が形成される如くなされ、
　又前記水切り部は、左右隣り合う水切り片先側部分相互が、内外方向で見て所要間隔を
隔てて重なり合うように位置設定された水切り片の複数を具え、左右端に位置する２つの
水切り片は、前記左右の側面部の夫々の内面に連設されると共に、全ての水切り片は、前
記上面部の下面に連設されてなることを特徴とする外壁部の水抜き具。
【請求項２】
　下地部に外装材を固定して構成された外壁部の内側に浸入した浸入雨水を外部に排出す
るために用いられる水抜き具であり、前記外装材の下端とその下方に存する雨水流下面と
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の間の間隙に配設される排水部と、該排水部に設けられ且つ前記下地部に固定される固定
片部とを具え、
　前記排水部は、前記外壁部の内外方向に延びて前記浸入雨水を外部に排出するための排
水路を前記雨水流下面との間で形成する箱状部を具え、該箱状部の内部には、前記排水路
を通して前記外壁部の内側に雨水が浸入するのを防止する水切り部が該箱状部と一体に設
けられており、
　前記箱状部は、内外方向に延びる上面部の左右両側で側面部が下設されて、下端面と内
端面と外端面が開放された箱状を呈し、該下端面及び前記水切り部の下端が前記雨水流下
面に当接されることによって前記排水路が形成される如くなされ、
　又前記水切り部は、前記左右の側面部の夫々の内面に、箱状部内方に向けて突出し且つ
外方に向けて屈曲するように連設されると共に、上端が前記上面部の下面に連設されてな
る左右の側部水切り片と、該左右の側部水切り片間に位置し、且つ、内方に向かって突で
且つ上端が前記上面部の下面に連設されてなる第１の中間水切り片と、該左右の側部水切
り片及び該第１の中間水切り片の外方側に所要距離を隔てて位置し、且つ、前記箱状部の
外端側から見て、一方の側部水切り片と前記第１の中間水切り片間を塞ぐ状態で、内方に
向かって突で且つ上端が前記上面部の下面に連設されてなる第２の中間水切り片と、前記
箱状部の外端側から見て、他方の側部水切り片と前記第１の中間水切り片間を塞ぐ状態と
なるように、内方に向かって突で且つ上端が前記上面部の下面に連設されてなる第２の中
間水切り片とを具えることを特徴とする外壁部の水抜き具。
【請求項３】
　下地部に外装材を固定して構成された外壁部の内側に浸入した浸入雨水を外部に排出す
るために用いられる水抜き具であり、前記外装材の下端とその下方に存する雨水流下面と
の間の間隙に配設される排水部と、該排水部に設けられ且つ前記下地部に固定される固定
片部とを具え、
　前記排水部は、前記外壁部の内外方向に延びて前記浸入雨水を外部に排出するための排
水路を前記雨水流下面との間で形成する箱状部を具え、該箱状部の内部には、前記排水路
を通して前記外壁部の内側に雨水が浸入するのを防止する水切り部が該箱状部と一体に設
けられており、
　前記箱状部は、内外方向に延びる上面部の左右両側で側面部が下設されて、下端面と内
端面と外端面が開放された箱状を呈し、該下端面及び前記水切り部の下端が前記雨水流下
面に当接されることによって前記排水路が形成される如くなされ、
　又前記水切り部は、前記左右の側面部の夫々の内面に、箱状部内方に向けて突出し且つ
外方に向けて屈曲するように連設されると共に、上端が前記上面部の下面に連設されてな
る左右の側部水切り片と、該左右の側部水切り片の外方側に位置し、且つ、前記箱状部の
外端側から見て、該左右の側部水切り間を塞ぐ状態で、内方に向かって突で且つ上端が前
記上面部の下面に連設されてなる中間水切り片とを具えることを特徴とする水抜き具。
【請求項４】
　前記左右の側面部の夫々の内端に、前記間隙の左右方向に延長するバックアップ材の端
部分を支持する側板部が左右方向で突設されていることを特徴とする請求項１、２又は３
記載の水抜き具。
【請求項５】
　前記箱状部は、前記固定片部の下端に屈曲部を介して連結され、該屈曲部の所要の屈曲
状態で、前記箱状部の下端面及び前記水切り片の下端が前記雨水流下面に当接し得ること
を特徴とする請求項ｌ、２、３又は４記載の水抜き具。
【請求項６】
　下地部に外装材を固定して構成された外壁部の内側に浸入した浸入雨水を水抜き具を用
いて外部に排出する外壁部の排水構造であって、
　前記水抜き具は、前記外装材の下端とその下方に存する雨水流下面との間の間隙に配設
される排水部と、該排水部に設けられ且つ前記下地部に固定される固定片部とを具え、前
記排水部は、前記外壁部の内外方向に延びて前記浸入雨水を外部に排出するための排水路
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を前記雨水流下面との間で形成する箱状部を具え、該箱状部の内部には、前記排水路を通
して前記外壁部の内側に雨水が浸入するのを防止する水切り部が該箱状部と一体に設けら
れており、又前記箱状部は、内外方向に延びる上面部の左右両側で側面部が下設されて、
下端面と内端面と外端面が開放された箱状を呈し、該下端面及び前記水切り部の下端が前
記雨水流下面に当接されることによって前記排水路が形成される如くなされ、又前記水切
り部は、左右隣り合う水切り片先側部分相互が、内外方向で見て所要間隔を隔てて重なり
合うように位置設定された水切り片の複数を具え、左右端に位置する２つの水切り片は、
前記左右の側面部の夫々の内面に連設されると共に、全ての水切り片は、前記上面部の下
面に連設されてなり、
　又前記下地部は、前記雨水流下面の直上に横胴縁が配設されてなり、該横胴縁の下端と
前記雨水流下面との間に該横胴縁の延長方向に連続する横間隙が形成されると共に、該横
胴縁の所要部位に途切れ部としての縦間隙が設けられており、
　前記水抜き具は、前記排水路の内端を前記横間隙に連通させた状態で、前記排水部が前
記間隙に配設されると共に、前記排水路の内端を前記縦間隙に連通させた状態で、前記固
定片部が、前記横胴縁に固定されていることを特徴とする外壁部の排水構造。
【請求項７】
　下地部に外装材を固定して構成された外壁部の内側に浸入した浸入雨水を水抜き具を用
いて外部に排出する外壁部の排水構造であって、
　前記水抜き具は、前記外装材の下端とその下方に存する雨水流下面との間の間隙に配設
される排水部と、該排水部に設けられ且つ前記下地部に固定される固定片部とを具え、前
記排水部は、前記外壁部の内外方向に延びて前記浸入雨水を外部に排出するための排水路
を前記雨水流下面との間で形成する箱状部を具え、該箱状部の内部には、前記排水路を通
して前記外壁部の内側に雨水が浸入するのを防止する水切り部が該箱状部と一体に設けら
れており、又前記箱状部は、内外方向に延びる上面部の左右両側で側面部が下設されて、
下端面と内端面と外端面が開放された箱状を呈し、該下端面及び前記水切り部の下端が前
記雨水流下面に当接されることによって前記排水路が形成される如くなされ、又前記水切
り部は、左右隣り合う水切り片先側部分相互が、内外方向で見て所要間隔を隔てて重なり
合うように位置設定された水切り片の複数を具え、左右端に位置する２つの水切り片は、
前記左右の側面部の夫々の内面に連設されると共に、全ての水切り片は、前記上面部の下
面に連設されてなり、
　又前記下地部は、前記雨水流下面の直上に横胴縁が配設されてなり、該横胴縁の下端と
前記雨水流下面との間に該横胴縁の延長方向に連続する横間隙が形成されており、
　前記水抜き具は、前記排水路の内端を前記横間隙に連通させた状態で、前記排水部が前
記間隙に配設されると共に、前記固定片部が前記横胴縁に固定されていることを特徴とす
る外壁部の排水構造。
【請求項８】
　下地部に外装材を固定して構成された外壁部の内側に浸入した浸入雨水を水抜き具を用
いて外部に排出する外壁部の排水構造であって、
　前記水抜き具は、前記外装材の下端とその下方に存する雨水流下面との間の間隙に配設
される排水部と、該排水部に設けられ且つ前記下地部に固定される固定片部とを具え、前
記排水部は、前記外壁部の内外方向に延びて前記浸入雨水を外部に排出するための排水路
を前記雨水流下面との間で形成する箱状部を具え、該箱状部の内部には、前記排水路を通
して前記外壁部の内側に雨水が浸入するのを防止する水切り部が該箱状部と一体に設けら
れており、又前記箱状部は、内外方向に延びる上面部の左右両側で側面部が下設されて、
下端面と内端面と外端面が開放された箱状を呈し、該下端面及び前記水切り部の下端が前
記雨水流下面に当接されることによって前記排水路が形成される如くなされ、又前記水切
り部は、左右隣り合う水切り片先側部分相互が、内外方向で見て所要間隔を隔てて重なり
合うように位置設定された水切り片の複数を具え、左右端に位置する２つの水切り片は、
前記左右の側面部の夫々の内面に連設されると共に、全ての水切り片は、前記上面部の下
面に連設されてなり、
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　又前記下地部は、前記雨水流下面の直上に横胴縁が配設されると共に、該横胴縁の所要
部位に途切れ部としての縦間隙が設けられており、
　前記水抜き具は、前記排水路の内端を前記縦間隙に連通させた状態で、前記固定片部が
前記横胴縁に固定されていることを特徴とする外壁部の排水構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、外壁部の内側に浸入した浸入雨水を外部に排水するために用いられる外壁部
の水抜き具に関するものであり、又、該水抜き具を使用する外壁部の排水構造に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　下地材に外装材を固定して構成された外壁部にあっては、外装材同士の接合部等から外
壁部の内側に雨水が浸入することがあり、該浸入した雨水を外部に排出させないとすれば
、外壁部の内側で溜まった水が外装材を膨潤させて塗装膜の剥離を生じさせる等の不具合
を起す場合がある。
【０００３】
　このような不具合を解消する手段の一つとして、特開平１０－３２５１８５号公報が開
示する排水構造が提案されている。該排水構造Ａの代表的な実施例は、図２８に示すよう
な水抜き具ａを用いるものであり、窓等の開口部の上部枠ｂとその上側に取り付けられる
外装材ｃとの間の間隙に該水抜き具ａを配設し、外壁部ｄの内側ｅに浸入した雨水を外部
に排出するように構成されていた。
【０００４】
　該水抜き具ａのより具体的な構成は、図２９～３０に示すように、内部が空洞に形成さ
れた箱状成形体ｆの背面部ｇに流入口ｈが形成されると共にその前面部ｊには排水口ｋが
形成されており、該流入口ｈと排水口ｋは、底面部ｍの上面ｎを底面として形成されてい
た。そして、外壁部ｄの内側ｅに浸入した雨水を前記流入口ｈから箱状成形体ｆ内に流入
させ、これを前記排水口ｋから外部に排出させるように構成されていた。
【０００５】
　そして、暴風雨時において風雨が前記排出口ｋから箱状成形体ｆの内部ｐに吹き込み、
これが外壁部ｄの内側ｅに浸入するのを抑制するために、該箱状成形体ｆの内部ｐに、風
雨の吹き込みを防止するスポンジ等の充填材を充填可能となされていた。
【０００６】
　しかしながら、かかる構成の従来の排水構造Ａによるときは、前記流入口ｈが、箱状成
形体ｆの底面部ｍの上面ｎを底面として形成されていたため、外壁部ｄの内側ｅに浸入し
て流下した雨水は、前記底面部ｍの厚さ以上の水深にならなければ箱状成形体の内部ｐに
流入できず、雨水が排出されにくい問題があった。
【０００７】
　又、前記排水口ｋからの風雨の吹き込みを防止する手段として、箱状成形体ｆの内部に
スポンジ等の充填材を充填する構成を採用していたが、かかるスポンジ等の充填材は、排
水口ｋからの風雨の吹き込みを防止することはできても、該充填材が水を含むと、外壁部
ｄの内側ｅに浸入した雨水が外部に排出されにくくなる問題があった。又、箱状成形体ｆ
の内部に充填するための充填材を特別に必要とするばかりか、充填のための作業手間も要
して排水構造の施工コストの上昇を招く問題があった。加えて、充填材を充填しない状態
では、流入口ｈと排水口ｋとによって外壁部ｄの内側ｅが外部と連通状態となるために、
該内側ｅの通気を図ることも期待できたのであるが、このように充填材を充填すると箱状
成形体の内部が詰まるために、かかる通気作用が不良になった。
【特許文献１】特開平１０－３２５１８５号公報（３－４頁、図１、図２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００８】
　本発明は、前記従来の問題点に鑑みて開発されたものであり、外壁部の内側に浸入した
浸入雨水を、外装材の下端とその下方に存する雨水流下面との間の間隙に配設される排水
部を通して効果的に排出し得ると共に、該排水部を通して外壁部の内側に雨水が吹き込む
のを効果的に防止でき、その上、従来のような特別な充填材を不要とすると共にその充填
のための作業手間も不要として経済性に優れており、更に、排水部を通して外壁部の内側
の通気も期待し得る、外壁部の水抜き具の提供を課題とするものである。
【０００９】
　又本発明は、前記雨水流下面が水勾配を有する場合において、その水勾配に応じて、排
水部を該雨水流下面に確実且つ容易に当接させることができながら、外壁部の下地部に無
理なく確実に固定できる外壁部の水抜き具の提供を課題とするものである。
　又本発明は、外壁部の内側に浸入した浸入雨水を前記排水部に良好に誘導してこれを外
部に排出させることのできる外壁部の排水構造の提供を課題とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記課題を解決するため、本発明は以下の手段を採用する。
　即ち本発明に係る外壁部の水抜き具は、下地部に外装材を固定して構成された外壁部の
内側に浸入した浸入雨水を外部に排出するために用いられる水抜き具であり、前記外装材
の下端とその下方に存する雨水流下面との間の間隙に配設される排水部と、該排水部に設
けられ且つ前記下地部に固定される固定片部とを具える。前記排水部は、前記外壁部の内
外方向に延びて前記浸入雨水を外部に排出するための排水路を前記雨水流下面との間で形
成する箱状部を具え、該箱状部の内部には、前記排水路を通して前記外壁部の内側に雨水
が浸入するのを防止する水切り部が該箱状部と一体に設けられている。そして前記箱状部
は、内外方向に延びる上面部の左右両側で側面部が下設されて、下端面と内端面と外端面
が開放された箱状を呈し、該下端面及び前記水切り部の下端が前記雨水流下面に当接され
ることによって前記排水路が形成される如くなされている。又前記水切り部は、左右隣り
合う水切り片先側部分相互が、内外方向で見て所要間隔を隔てて重なり合うように位置設
定された水切り片の複数を具え、左右端に位置する２つの水切り片は、前記左右の側面部
の夫々の内面に連設されると共に、全ての水切り片は、前記上面部の下面に連設されてな
ることを特徴とするものである。
【００１１】
　本発明に係る外壁部の水抜き具のより具体的な態様は、下地部に外装材を固定して構成
された外壁部の内側に浸入した浸入雨水を外部に排出するために用いられる水抜き具であ
り、前記外装材の下端とその下方に存する雨水流下面との間の間隙に配設される排水部と
、該排水部に設けられ且つ前記下地部に固定される固定片部とを具える。前記排水部は、
前記外壁部の内外方向に延びて前記浸入雨水を外部に排出するための排水路を前記雨水流
下面との間で形成する箱状部を具え、該箱状部の内部には、前記排水路を通して前記外壁
部の内側に雨水が浸入するのを防止する水切り部が該箱状部と一体に設けられている。そ
して前記箱状部は、内外方向に延びる上面部の左右両側で側面部が下設されて、下端面と
内端面と外端面が開放された箱状を呈し、該下端面及び前記水切り部の下端が前記雨水流
下面に当接されることによって前記排水路が形成される如くなされている。又前記水切り
部は、前記左右の側面部の夫々の内面に、箱状部内方に向けて突出し且つ外方に向けて屈
曲するように連設されると共に、上端が前記上面部の下面に連設されてなる左右の側部水
切り片と、該左右の側部水切り片間に位置し、且つ、内方に向かって突で且つ上端が前記
上面部の下面に連設されてなる第１の中間水切り片と、該左右の側部水切り片及び該第１
の中間水切り片の外方側に所要距離を隔てて位置し、且つ、前記箱状部の外端側から見て
、一方の側部水切り片と前記第１の中間水切り片間を塞ぐ状態で、内方に向かって突で且
つ上端が前記上面部の下面に連設されてなる第２の中間水切り片と、前記箱状部の外端側
から見て、他方の側部水切り片と前記第１の中間水切り片間を塞ぐ状態となるように、内
方に向かって突で且つ上端が前記上面部の下面に連設されてなる第２の中間水切り片とを
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具えることを特徴とするものである。
【００１２】
　本発明に係る外壁部の水抜き具のより具体的な他の態様は、下地部に外装材を固定して
構成された外壁部の内側に浸入した浸入雨水を外部に排出するために用いられる水抜き具
であり、前記外装材の下端とその下方に存する雨水流下面との間の間隙に配設される排水
部と、該排水部に設けられ且つ前記下地部に固定される固定片部とを具える。前記排水部
は、前記外壁部の内外方向に延びて前記浸入雨水を外部に排出するための排水路を前記雨
水流下面との間で形成する箱状部を具え、該箱状部の内部には、前記排水路を通して前記
外壁部の内側に雨水が浸入するのを防止する水切り部が該箱状部と一体に設けられている
。そして前記箱状部は、内外方向に延びる上面部の左右両側で側面部が下設されて、下端
面と内端面と外端面が開放された箱状を呈し、該下端面及び前記水切り部の下端が前記雨
水流下面に当接されることによって前記排水路が形成される如くなされている。又前記水
切り部は、前記左右の側面部の夫々の内面に、箱状部内方に向けて突出し且つ外方に向け
て屈曲するように連設されると共に、上端が前記上面部の下面に連設されてなる左右の側
部水切り片と、該左右の側部水切り片の外方側に位置し、且つ、前記箱状部の外端側から
見て、該左右の側部水切り間を塞ぐ状態で、内方に向かって突で且つ上端が前記上面部の
下面に連設されてなる中間水切り片とを具えることを特徴とするものである。
【００１３】
　前記の各外壁部の水抜き具において、前記左右の側面部の夫々の内端に、バックアップ
材の端部分を支持する側板部を左右方向で突設するのがよい。
【００１４】
　又、前記の各外壁部の水抜き具において、前記箱状部は、前記固定片部の下端に屈曲部
を介して連結し、該屈曲部の所要の屈曲状態で、前記箱状部の下端面及び前記水切り片の
下端が前記雨水流下面に当接し得るように構成するのがよい。
【００１５】
　本発明に係る外壁部の排水構造は、下地部に外装材を固定して構成された外壁部の内側
に浸入した浸入雨水を水抜き具を用いて外部に排出する外壁部の排水構造であって、前記
水抜き具は、前記外装材の下端とその下方に存する雨水流下面との間の間隙に配設される
排水部と、該排水部に設けられ且つ前記下地部に固定される固定片部とを具え、前記排水
部は、前記外壁部の内外方向に延びて前記浸入雨水を外部に排出するための排水路を前記
雨水流下面との間で形成する箱状部を具え、該箱状部の内部には、前記排水路を通して前
記外壁部の内側に雨水が浸入するのを防止する水切り部が該箱状部と一体に設けられてい
る。又前記箱状部は、内外方向に延びる上面部の左右両側で側面部が下設されて、下端面
と内端面と外端面が開放された箱状を呈し、該下端面及び前記水切り部の下端が前記雨水
流下面に当接されることによって前記排水路が形成される如くなされ、又前記水切り部は
、左右隣り合う水切り片先側部分相互が、内外方向で見て所要間隔を隔てて重なり合うよ
うに位置設定された水切り片の複数を具え、左右端に位置する２つの水切り片は、前記左
右の側面部の夫々の内面に連設されると共に、全ての水切り片は、前記上面部の下面に連
設されている。又前記下地部は、前記雨水流下面の直上に横胴縁が配設されてなり、該横
胴縁の下端と前記雨水流下面との間に該横胴縁の延長方向に連続する横間隙が形成される
と共に、該横胴縁の所要部位に途切れ部としての縦間隙が設けられており、前記水抜き具
は、前記排水路の内端を前記横間隙に連通させた状態で、前記排水部が前記間隙に配設さ
れると共に、前記排水路の内端を前記縦間隙に連通させた状態で、前記固定片部が、前記
横胴縁に固定されていることを特徴とするものである。
【００１６】
　本発明に係る外壁部の排水構造の他の態様は、下地部に外装材を固定して構成された外
壁部の内側に浸入した浸入雨水を水抜き具を用いて外部に排出する外壁部の排水構造であ
って、前記水抜き具は、前記外装材の下端とその下方に存する雨水流下面との間の間隙に
配設される排水部と、該排水部に設けられ且つ前記下地部に固定される固定片部とを具え
、前記排水部は、前記外壁部の内外方向に延びて前記浸入雨水を外部に排出するための排
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水路を前記雨水流下面との間で形成する箱状部を具え、該箱状部の内部には、前記排水路
を通して前記外壁部の内側に雨水が浸入するのを防止する水切り部が該箱状部と一体に設
けられている。又前記箱状部は、内外方向に延びる上面部の左右両側で側面部が下設され
て、下端面と内端面と外端面が開放された箱状を呈し、該下端面及び前記水切り部の下端
が前記雨水流下面に当接されることによって前記排水路が形成される如くなされ、又前記
水切り部は、左右隣り合う水切り片先側部分相互が、内外方向で見て所要間隔を隔てて重
なり合うように位置設定された水切り片の複数を具え、左右端に位置する２つの水切り片
は、前記左右の側面部の夫々の内面に連設されると共に、全ての水切り片は、前記上面部
の下面に連設されている。又前記下地部は、前記雨水流下面の直上に横胴縁が配設されて
なり、該横胴縁の下端と前記雨水流下面との間に該横胴縁の延長方向に連続する横間隙が
形成されており、前記水抜き具は、前記排水路の内端を前記横間隙に連通させた状態で、
前記排水部が前記間隙に配設されると共に、前記固定片部が前記横胴縁に固定されている
ことを特徴とするものである。
【００１７】
　本発明に係る外壁部の排水構造のその他の態様は、下地部に外装材を固定して構成され
た外壁部の内側に浸入した浸入雨水を水抜き具を用いて外部に排出する外壁部の排水構造
であって、前記水抜き具は、前記外装材の下端とその下方に存する雨水流下面との間の間
隙に配設される排水部と、該排水部に設けられ且つ前記下地部に固定される固定片部とを
具え、前記排水部は、前記外壁部の内外方向に延びて前記浸入雨水を外部に排出するため
の排水路を前記雨水流下面との間で形成する箱状部を具え、該箱状部の内部には、前記排
水路を通して前記外壁部の内側に雨水が浸入するのを防止する水切り部が該箱状部と一体
に設けられており、又前記箱状部は、内外方向に延びる上面部の左右両側で側面部が下設
されて、下端面と内端面と外端面が開放された箱状を呈し、該下端面及び前記水切り部の
下端が前記雨水流下面に当接されることによって前記排水路が形成される如くなされてい
る。又前記水切り部は、左右隣り合う水切り片先側部分相互が、内外方向で見て所要間隔
を隔てて重なり合うように位置設定された水切り片の複数を具え、左右端に位置する２つ
の水切り片は、前記左右の側面部の夫々の内面に連設されると共に、全ての水切り片は、
前記上面部の下面に連設されている。又前記下地部は、前記雨水流下面の直上に横胴縁が
配設されると共に、該横胴縁の所要部位に途切れ部としての縦間隙が設けられており、前
記水抜き具は、前記排水路の内端を前記縦間隙に連通させた状態で、前記固定片部が前記
横胴縁に固定されていることを特徴とするものである。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明は以下の如き優れた効果を奏する。
　(1) 本発明に係る水抜き具によるときは、排水部を構成する箱状部の下端面が開放状態
にあり該下端面が雨水流下面に当接されることによって排水路が形成されるため、該排水
路の流入口が該雨水流下面を底面として形成される。従って、外壁部の内側に浸入した浸
入雨水が流下して前記雨水流下面に到達したとき、該雨水は前記排水路の流入口にそのま
ま流入可能であり、排水効率に優れた排水構造を構成できることとなる。
【００１９】
　(2) 本発明に係る水抜き具は、箱状部の内部に水切り部が設けられてはいても、前記排
水路は内外連通状態にある。従って、該排水路を通しての浸入雨水の外部への排出が何ら
損なわれることがないのはもとより、該水切り部の水切り作用によって、排水口を通して
外壁部の内側に雨水が浸入するのを効果的に防止できる。
【００２０】
　(3) 本発明に係る水抜き具は、水切り片が箱状部と一体に設けられて前記水切り部が構
成されているため、箱状成形体の内部に充填材を充填して雨水の吹き込みを防止する従来
の排水構造における場合とは異なり、充填材が吸水することによって浸入雨水の外部への
排出が損なわれるといった問題を生じさせることがない。
　又、従来のような特別な充填材を必要とせず、しかも、充填材を箱状成形体の内部に充
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填する作業手間も要さないことから、水抜き具のコスト低減や排水構造の施工コストの低
減を期し得る。
【００２１】
　(4) 前記箱状部の左右の側面部の内端に側板部を左右方向で延設したときは、バックア
ップ材の端部分を該側板部で安定的に支持できるため、該箱状部の周辺部分におけるシー
リング材の充填作業を安定状態で容易に行うことができる。
【００２２】
　(5) 又、前記箱状部を前記固定片部の下端に屈曲部を介して連結し、所要の屈曲状態で
前記箱状部の下端が前記雨水流下面に当接し得るように構成したときは、前記雨水流下面
の水勾配が異なる場合であっても、箱状部の下端を雨水流下面に確実に当接させることが
できながら、水抜き具をその固定片部で確実且つ容易に下地部に固定可能である。
　このように構成するときは、雨水流下面の水勾配の程度に応じて個別的に水抜き具を設
計製作しなければならないといった不具合がなく、水抜き具のコスト低減を期し得ること
となる。
【００２３】
　(6) 前記横間隙と前記縦間隙を具える本発明の排水構造によるときは、外壁部の内側に
浸入した浸入雨水を、縦間隙を通して流入口に効果的に誘導できると共に、横間隙におい
て流入口に効果的に誘導でき、排水効率に優れた排水構造を提供できることとなる。
　本発明に係る排水構造を、前記縦間隙又は横間隙の何れか一方のみを以って構成したと
きも、浸入雨水を前記流入口に向けて誘導しやすい。
【実施例１】
【００２４】
　図１～３は、本発明に係る外壁部の排水構造（以下排水構造という）１を示すものであ
り、又図４～７は、本発明に係る外壁部の水抜き具（以下水抜き具という）２を示すもの
であり、窓開口部３に装着されるサッシュ５の上部枠６の上側に存する外壁部７に応用さ
れている。
【００２５】
　前記外壁部７は、図１～３に示すように、下地部９に外装材１０を固定して構成されて
いる。そして該下地部９は、本実施例においては、前記上部枠６の固定立片１１や水平固
定片８が前記窓開口部３の縁部１２の外面１３にビス等で釘着されると共に、該固定立片
１１の外面１５の全体が、該外面１５の稍上側の部分１６を含めて防水テープ１７で覆わ
れている。又、該防水テープ１７の外面１９を含めた窓開口部３の周囲部分２０の全体を
覆うように透湿防水シート２１が張設されている。そして該透湿防水シート２１の外面２
２には、前記上部枠６の直上において横胴縁２６が固定されている。より具体的には、前
記上部枠６の上面（本実施例においては水勾配を有している）２４としての、雨水を受け
てこれを流下させる機能を有する雨水流下面２５から稍浮き上げた水平状態で横胴縁２６
が配設され、該横胴縁２６が前記縁部１２の外面にビス固定されている。該浮き上げによ
って、横胴縁２６の下端２７と前記雨水流下面２５との間に、横胴縁２６の延長方向に連
続する横間隙２９が形成されている。又、前記横胴縁２６の所要部位、例えば前記上部枠
６の左右方向の中央部位や側部の所要部位等、後述の排水路１１７を形成する部位に、途
切れ部３１としての縦間隙３２が設けられている。該横間隙２９の上下幅は、後述する排
水部３９の屈曲の妨げとならないように約１２ｍｍに設定されており、又前記縦間隙３２
の左右幅は、前記横胴縁２６が下地材としての機能を損なわず、しかも、外壁部７の内側
に浸入した浸入雨水の流下を可能とするように設定されており、例えば、後述する流入口
１１５の左右幅よりも小さい約１０ｍｍに設定されている。。
【００２６】
　前記水抜き具２は、本実施例においては合成樹脂で一体成形されており、図１～５に示
すように、前記外装材１０の下端３６とその下方に存する前記雨水流下面２５との間の間
隙３７（図１）に、前記横間隙２９と前記縦間隙３２に連通させて配設される排水部３９
と、該排水部３９に設けられ且つ前記横胴縁２６の途切れ部としての前記縦間隙３２の両
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側部分４０，４０に固定される固定片部４１とを具えている。
【００２７】
　前記排水部３９は、本実施例においては図１～５に示すように、前記外壁部７の内外方
向に延びて前記浸入雨水を外部に排出するための排水路１１７を前記雨水流下面２５との
間で形成し得る箱状部４３を具える。該箱状部４３は、図４～７に示すように、内外方向
に延び且つ内端４５から外端４６に向けて下方に傾斜する上面部４７の左右両側で側面部
４９，４９が下設され、下端面５０と内端面５１と外端面５２が共に開放された矩形箱状
を呈しており、該開放された下端面５０が図５に示すように前記雨水流下面２５に当接さ
れることによって前記排水路１１７が形成される如くなされている。そして該箱状部４３
の内部には、前記排水路１１７を通して前記外壁部７の内側５３に雨水が浸入するのを防
止する水切り部５５が設けられている。
【００２８】
　又前記固定片部４１は、図４に示すように、本実施例においては矩形板状に形成されて
おり、その下端５６の中央部分に、前記箱状部４３の上面部４７の内端４５が、軟質部５
７としての屈曲部５９を介し、該下端５６に対して屈曲可能に連結されている。なお本実
施例においては、左右の側面部４９，４９の内端６０，６０に、左右の側板部６１，６１
が左右方向で突設されており、本実施例においては、該左右の側板部６１，６１の先端６
２，６２が前記固定片部４１の左右端６３，６３に合致されると共に、その下端６５，６
５が前記箱状部４３の前記下端面５０に合致されている。そして該左右の側板部６１，６
１の上端６６，６６が、前記固定片部４１の下端５６の左右部分６７，６７に、軟質部５
７，５７としての側部屈曲部６９，６９を介し、前記下端の左右部分６７，６７に対して
屈曲可能に連結され、前記屈曲部５９と側部屈曲部６９，６９は、全体として一直線状を
呈する。そして図７に示すように、前記固定片部４１の内面側で、前記箱状部４３の内端
面５１の全体が開放状態にある。又、該固定片部４１の左右部分７０，７０の上下には、
釘止め用の固定孔７１，７１，７１，７１が設けられている。
【００２９】
　前記水切り部５５は、本実施例においては図６～８に示すように、前記上面部４７の下
面７２の内端側の部分７３と中央部分７５と外端側の部分７６に位置させて、水切り片７
７を内外３列で下設状態に連設して構成されており、各列は、水切り片７７の複数から構
成されている。又、全ての水切り片７７の下端７９は、図５～７に示すように、前記箱状
部４３の下端面５０と面一状態にある。そして、図８に示すように、内外隣り合う列に関
し、左右隣り合う水切り片７７，７７の水切り片先側部分８０，８０相互が、図８に示す
内外方向Ｆ１で見て所要間隔を隔てて重なり合うように位置設定されている。以下の説明
では、各列を、内側から見て順に、内端列８１、中央列８２と、外端列８３と区別するこ
とがある。又該水切り片７７は、本実施例においては、外方に向けて四分割円弧状に屈曲
された略等肉厚の側部水切り片８５と、内方に向かって突の半円弧状に屈曲された略等肉
厚の中間水切り片８６の２種類からなり、側部水切り片８５の外側の面８７、中間水切り
片８６の外側の面８４は、内方に向けて凹む円弧状凹面を呈すると共に、側部水切り片８
５の内側の面８８、中間水切り片８６の内側の面７８は、内方に向けて突の円弧状突面を
呈する。
【００３０】
　前記中央列８２は図６～８に示す構成を有しており、前記左右の側面部４９，４９の夫
々の内面９０，９０に、箱状部内方に向け且つ外方に向けて四分割円弧状に屈曲するよう
に連設されると共に、上端９１（図６～７）が前記上面部４７の下面７２に連設された前
記側部水切り片８５，８５と、該左右の側部水切り片８５，８５間に位置し且つ上端９２
（図６～７）が前記上面部４７の下面７２に連設された前記中間水切り片８６とからなり
、該側部水切り片８５と中間水切り片８６との間には連通間隙９３が設けられている。以
下の説明で、該中間水切り片８６を第１の中間水切り片８６ａと言うことがある。
【００３１】
　又前記外端列８３は図６～８に示す構成を有しており、前記中央列８２を構成する側部
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水切り片８５，８５と前記第１の中間水切り片８６ａとの間の左右の連通間隙９３，９３
を、箱状部４３の外端側から見て（図８に示す矢印Ｆ２方向から見て）塞ぐ状態に配設さ
れると共に、上端９５，９５（図６～７）が前記上面部４７の下面７２に連設された前記
中間水切り片８６，８６とからなり、該中間水切り片８６，８６の夫々の両外端９６，９
６，９６，９６は前記箱状部４３の前記外端面５２に一致している。以下の説明で、該中
間水切り片８６，８６を第２の中間水切り片８６ｂと言うことがある。そして、前記左の
側面部４９ａと、これに対向する左の第２の中間水切り片８６ｂ１の端縁部９７との間に
連通間隙９３が形成されると共に、前記右の側面部４９ｂと、これに対向する右の第２の
中間水切り片８６ｂ２の端縁部９９との間に連通間隙９３が形成され、又、左右の第２の
中間水切り片８６ｂ１，８６ｂ２との間にも連通間隙９３が形成されている。
【００３２】
　中央列８２と外端列８３の関係についてより具体的に説明すれば、左右隣り合う水切り
片先側部分８０，８０相互が、内外方向Ｆ１で見て所要間隔を隔てて重なり合った状態と
なる。具体的には、前記中央列８２の左の側部水切り片８５ａの水切り片先側部分８０ａ
と、前記外端列８３の左の第２の中間水切り片８６ｂ１の左の水切り片先側部分８０ｂと
が内外方向で見て重なり合った状態となり、前記中央列８２の第１の中間水切り片８６ａ
の左の水切り片先側部分８０ｃと、前記外端列８３の左の第２の中間水切り片８６ｂ１の
右の水切り片先側部分８０ｄとが重なり合った状態となる。又、前記中央列８２の第１の
中間水切り片８６ａの右の水切り片先側部分８０ｅと、前記外端列８３の右の第２の中間
水切り片８６ｂ２の左の水切り片先側部分８０ｆとが重なり合った状態となり、前記中央
列８２の右の側部水切り片８５ｂの水切り片先側部分８０ｇと、前記外端列８３の右の第
２の中間水切り片８６ｂ２の右の水切り片先側部分８０ｈとが重なり合った状態となる。
【００３３】
　又前記内端列８１は図６～８に示す構成を有しており、前記中央列８２を構成する側部
水切り片８５，８５と前記第１の中間水切り片８６ａとの間の左右の連通間隙９３，９３
を、前記箱状部４３の外端側から見て（図８に示す矢印Ｆ２方向から見て）塞ぐ状態に配
設されると共に、上端１００，１００（図７）が前記上面部４７の下面７２に連設された
前記中間水切り片８６，８６からなり、該中間水切り片８６，８６の夫々の内端（半円弧
状の頂端）１０１，１０１は前記箱状部４３の前記内端面５１に一致している。以下の説
明で、該中間水切り片８６，８６を第３の中間水切り片８６ｃと言うことがある。そして
、前記左の側面部４９ａと、これに対向する左の第３の中間水切り片８６ｃの端縁部１０
２との間に連通間隙９３が形成されると共に、前記右の側面部４９と、これに対向する右
の第３の中間水切り片８６ｃの端部１０３との間に連通間隙９３が形成され、又、左右の
第３の中間水切り片８６ｃ１，８６ｃ２との間にも連通間隙９３が形成されている。
【００３４】
　中央列８２と内端列８１の関係についてより具体的に説明すれば、左右隣り合う水切り
片先側部分８０，８０相互が、内外方向Ｆ１で見て所要間隔を隔てて重なり合った状態と
なる。具体的には、前記中央列８２の左の側部水切り片８５ａの水切り片先側部分８０ａ
と、前記内端列８１の左の第３の中間水切り片８６ｃ１の左の水切り片先側部分８０ｊと
が重なり合った状態となり、前記中央列８２の第１の中間水切り片８６ａの左の水切り片
先側部分８０ｃと、前記内端列８１の左の第３の中間水切り片８６ｃ１の右の水切り片先
側部分８０ｋとが重なり合った状態となる。又、前記中央列８２の第１の中間水切り片８
６ａの右の水切り片先側部分８０ｅと、前記内端列８１の右の第３の中間水切り片８６ｃ
２の左の水切り片先側部分８０ｍとが重なり合った状態となり、前記中央列８２の右の側
部水切り片８５ｂの水切り片先側部分８０ｇと、前記内端列８１の右の第３の中間水切り
片８６ｃ２の右の水切り片先側部分８０ｎとが重なり合った状態となる。
【００３５】
　前記構成を有する水抜き具２の主要部の寸法を図９に基づいて例示すれば、全体の肉厚
は約１ｍｍ均一に形成されると共に、前記箱状部４３の内部１０５の左右幅Ｌ１は、内外
方向の全体に亘って約２８ｍｍに形成され、該箱状部４３の内外方向の長さＬ２は約２０
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ｍｍに設定されている。又、前記上面部４７の傾斜角度θは１４度に設定されると共に、
前記箱状部４３の内部１０５の内端１０６の上下長さＬ３は約９ｍｍで、外端１０７の上
下長さＬ４は約４ｍｍに設定されている。又、前記第１、第２、第３の中間水切り片８６
ａ，８６ｂ，８６ｃの両端の外側寸法Ｌ５は約１０ｍｍでその内側寸法Ｌ６は約８ｍｍに
設定されている。そして前記側部水切り片８５ａ，８５ｂは、前記第１の中間水切り片８
６ａの約半分の左右方向長さを有している。又、左右の側面部４９，４９の内面９０，９
０と、これと隣り合う中間水切り片８６の対向端との間の距離Ｌ７は約２ｍｍに設定され
ると共に、左右隣り合う中間水切り片８６，８６の対向端間の距離Ｌ８は約４ｍｍに設定
されている。又、前記固定片部４１の左右長さＬ９（図９（Ａ）、図４）は約６０ｍｍで
上下長さＬ１０（図４）が約３０ｍｍに設定されると共に、前記側板部６１，６１の突出
長さＬ１１は約１５ｍｍに設定されている。
【００３６】
　本実施例においては、図４に示すように、前記箱状部４３や前記左右の側板部６１，６
１が、一直線状を呈する前記軟質部５７，５７，５７を介して前記固定片部４１の下端５
６に連設されているため、該箱状部４３と該左右の側板部６１，６１とが一体となって該
固定片部４１の下端５６に対して屈曲できる。これにより、前記雨水流下面２５の水勾配
の程度によらず、該箱状部４３の下端面５０を、図５に示すように、前記各水切り片７７
の下端７９と共に該雨水流下面２５に確実且つ容易に当接させることができながら、前記
固定片部４１を前記下地部９に無理なく固定できる。
【００３７】
　前記構成を有する水抜き具２を用いて前記排水構造１を構成するに際しては、図３、図
５に示すように、前記箱状部４３の内端面５１を前記縦間隙３２に位置合わせした状態で
、前記箱状部４３の下端面５０及び各水切り片７７の下端７９を前記雨水流下面２５に当
接させる。箱状部４３が前記固定片部４１に対して屈曲できることから、この状態で、前
記固定片部４１を垂直状態にするのが容易であり、該垂直状態の固定片部４１の左右部分
７０，７０を該縦間隙３２の両側部分４０，４０で前記横胴縁２６の外面１１２に当接状
態とし、前記固定孔７１を挿通する釘１１３を用いて該固定片部４１を前記横胴縁２６に
固定する。これにより、前記箱状部４３と前記雨水流下面２５との間で、内端に流入口１
１５が設けられ且つ外端に排出口１１６が設けられた排水路１１７が形成されることとな
る。
【００３８】
　このようにして水抜き具２を下地部９に固定して後、図２、図１０に示すように、前記
横間隙２９を外側から覆うように発泡ポリエチレン等のバックアップ材１１９を配設する
。前記箱状部４３の左右部分においては、該箱状部４３の左右側に配設されたバックアッ
プ材１１９，１１９の端部分１２０，１２０を前記左右の側板部６１，６１の外面１２１
，１２１に当接状態で支持させると共に、該バックアップ材１１９，１１９の端面１２２
，１２２を該箱状部４３の左右の側面部４９，４９の外面１２３，１２３に当接状態にす
る。
【００３９】
　その後、図１～２、図５に示すように、前記外装材１０を、その下端３６の内端縁１２
５を前記箱状部４３の上面部４７の内縁１２６に当接させた状態で該外装材１０の内面１
２７を前記固定片部４１の外面１２９に当接状態とし、この状態で、該外装材１０を前記
横胴縁２６にビス等を用いて固定する。然る後、図５（Ａ）に示すように、該外装材１０
の前記下端３６と前記上面部４７との間に形成された外端拡大のＶ字状溝１３０の奥部に
、前記とは別の稍細径のバックアップ材１３１を押し込んで固定状態とする。その後、図
１０に示すように、前記外装材１０の下端３６と前記雨水流下面２５との間の、前記バッ
クアップ材１１９より外側の部分１３２にシーリング材１３３を充填すると共に、図５に
示すように、前記外装材１０の下端３６と前記上面部４７との間の、前記バックアップ材
１３１より外側の部分１３５にシーリング材１３６を充填する。このようにシーリング材
１３３を充填する際、図１０に示すように、前記左右の側板部６１，６１が前記バックア
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ップ材１１９，１１９の前記端部分１２０，１２０を安定的に支持するため、箱状部４３
の周辺部分におけるシーリング材充填を安定状態で行うことができる。
【００４０】
　然してかかる排水構造１によるときは、上下の外装材１０の連結部分等から外壁部７の
内側５３に浸入した浸入雨水の一部は、図２に矢印で示すように、前記横胴縁２６の上面
１３７を前記縦間隙３２に向けて移動でき、該縦間隙３２で流下して前記雨水流下面２５
に達する。或いは、外装材１０の内面１２７を流下して前記横間隙２９に流入し、前記雨
水流下面２５に達する。このように雨水流下面２５に達した雨水は、箱状部４３の下端面
５０が開放状態にあって、該雨水流下面２５に当接状態にあるために、前記流入口１１５
に達すると、図５に矢印で示すように、該流入口１１５に円滑に流入でき、前記排水路１
１７を流下し、前記排出口１１６から外部に排出される。なお、外壁部７の内側５３で発
生した結露水も前記と同様にして排出される。
【００４１】
　又前記排水部３９には、前記箱状部４３の内部１０５に前記水切り部５５が設けられて
いるため、前記排出口１１６から外壁部７の内側５３に向けて雨水が吹き込むのを効果的
に防止できる。このようなことが可能であるのは、前記のように、水切り片７７が箱状部
４３に内外３列で設けられており、且つ、中央列８２と外端列８３に関して、左右隣り合
う水切り片先側部分８０，８０相互が、内外方向Ｆ１で見て重なり合った状態となり、又
、中央列８２と内端列８１に関して、左右隣り合う水切り片先側部分８０，８０相互が、
内外方向Ｆ１で見て重なり合った状態となるからである。
【００４２】
　かかる構成を採用する結果、雨水が前記排出口１１６を通して排水路１１７の内側に吹
き込む場合、先ず、外端列８３の左右の第２の中間水切り片８６ｂ１，８６ｂ２によって
水切りされる。そして、該左右の第２の中間水切り片８６ｂ１，８６ｂ２間の連通間隙９
３や、該第２の中間水切り片８６ｂ１，８６ｂ２と前記側面部４９，４９との間の連通間
隙９３，９３を通過して排水路１１７の内方に雨水が吹き込んだ場合は、その雨水が、前
記中央列８２の側部水切り片８５，８５と前記第１の中間水切り片８６ａによって水切り
される。これによって、多くの雨水が水切りされることになる。更に、該側部水切り片８
５，８５と前記第１の中間水切り片８６ａとの間の連通間隙９３，９３を通過して排水路
１１７の内方に雨水が移動したときは、前記内端列８１の第３の中間水切り片８６ｃ１，
８６ｃ２によって水切りされる。これらによって、前記排水路１１７の排出口１１６を通
して風雨が内方に吹き込んだとしても、各水切り片によって効果的に水切りされ、外壁部
７の内側５３に雨水が浸入するのを効果的に防止できるのである。
【００４３】
　又本実施例においては、前記側部水切り片８５の外側の面８７や第１、第２、第３の中
間水切り片８６ａ，８６ｂ，８６ｃの外側の面８４，８４，８４は凹面を呈するため、該
凹面に吹き込んだ雨水は、図５（ｂ）に破線で示すように、該凹面に案内されて外方に戻
りやすく、効果的に水切りされる。
【００４４】
　更に、前記箱状部４３の内部１０５に、多数の水切り片７７からなる水切り部５５が設
けられてはいても、前後方向及び左右方向で隣り合う水切り片間に前記のように連通間隙
９３が形成されており、又、前記水切り片７７と前記側面部４９との間にも連通間隙９３
が形成されていることから、図５（Ｂ）に示すように、前記排水路１１７の流入口１１５
と排出口１１６は通気可能の連通状態にある。従って前記排水部３９は、外壁部７の内側
５３と外部とを連通する通気路としても機能し、これにより、外壁部の内側５３を通気で
きることにもなる。
【実施例２】
【００４５】
　図１１、図１２、図１３，図１４は、前記箱状部４３を前記固定片部４１の下端５６に
屈曲部５９を介して連結した水抜き具２の他の実施例を示すものであり、これらの実施例
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においては、前記箱状部４３の左右の側面部４９，４９に側板部６１，６１が突設され、
該側板部６１，６１の上端６６，６６が、前記屈曲部５９と水平方向で一連である側部屈
曲部６９，６９を介して、前記固定片部４１の下端５６の左右部分６７，６７に連結され
ている。なお図１４においては、一連である前記屈曲部５９と側部屈曲部６９，６９の上
下縁を一点鎖線で示している。
【００４６】
　前記屈曲部５９、前記側部屈曲部６９，６９は、図１１に示す水抜き具２にあっては薄
肉部１４０として形成されており、図１２に示す水抜き具２にあっては、弾性変形可能な
横向きＵ字状部１４１として形成されており、又図１３に示す水抜き具２にあっては、枢
軸１４２を介して回動し得る枢着部１４３として形成されている。又図１４に示す水抜き
具２にあっては、前記屈曲部５９、側部屈曲部６９，６９は、弾性変形可能部１４５とし
て形成されている。図１１（Ｂ）、図１２（Ｂ）、図１３（Ｂ）は、かかる構成を有する
水抜き具２を使用して排水構造１を構成する途中段階を示すものであり、前記横胴縁２６
は、その下端２７が前記屈曲部５９の上縁位置乃至稍上に位置するように位置設定されて
いる。又、前記弾性変形可能部１４５を具える水抜き具２によるときは、前記箱状部４３
の下端面５０を、所要の水勾配を有する雨水流下面２５に当接させた状態で、前記固定片
部４１を、前記横胴縁２６に固定する。その際、図１４（Ｂ）に示すように、一点鎖線の
自由状態にある固定片部４１を、前記屈曲部５９及び前記側部屈曲部６９，６９を中心に
して外方に屈曲変形させ、この状態で、該固定片部４１を横胴縁２６に釘着等により固定
する。この状態で、前記と同様にして、前記外装材１０を、その下端３６の内端縁１２５
を前記箱状部４３の上面部４７の内縁１２６に当接させた状態で該外装材１０の内面１２
７を前記固定片部４１の外面１２９に当接状態とし、この状態で、該外装材１０を前記横
胴縁２６にビス等を用いて固定する。これにより、所要の排水構造が構成されることとな
る。
【００４７】
　図１５、図１６、図１７、図１８、図１９は、前記箱状部４３を前記固定片部４１の下
端５６に屈曲部５９を介して連結した水抜き具２のその他の実施例を示すものであり、図
４、図１１、図１２、図１３、図１４に示す水抜き具２における前記左右の側板部６１，
６１が省略されている他は、前記と同様の構成を有している。
【００４８】
　図２０は、実施例１に示す水抜き具２において、前記左右の側板部６１，６１の上端６
６，６６を固定片部４１の下端５６の左右部分６７，６７と切り離した場合を示すもので
あり、かかる構成は、図１１、図１２、図１３、図１４に示されている水抜き具２にも同
様にして採用され得る。
【実施例３】
【００４９】
　本発明は、前記実施例で示したものに限定されるものでは決してなく、「特許請求の範
囲」の記載内で種々の設計変更が可能であることはいうまでもない。その一例を挙げれば
次のようである。
　(1) 図２１、図２２は、本発明に係る水抜き具２を構成する前記水切り部５５の他の態
様を示す底面図であり、図２１に示す水切り部５５は、前記中央列８２と前記外端列８３
とで構成されており、又図２２に示す水切り部５５は、前記中央列８２と前記内端列８１
とで構成されている。
　図２３～２５は、本発明に係る水抜き具２を構成する前記水切り部５５のその他の態様
を示す底面図であり、箱状部４３の内部１０５に、水切り片７７が各種組合せで配設され
ている。
　その他、前記水切り部５５は、左右隣り合う水切り片先側部分相互８０，８０が、内外
方向で見て所要間隔を隔てて重なり合うように位置設定された水切り片７７の複数を具え
、左右端に位置する２つの水切り片は、前記左右の側面部４９，４９の夫々の内面に連設
されると共に、全ての水切り片は、前記上面部４７の下面に連設された構成を有する限り
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、各種に構成され得る。
【００５０】
　(2) 本発明において前記雨水流下面２５は、前記窓開口部３を構成する上部枠６の上面
２４として構成されることの他、庇や下屋等における屋根面や、建物の基礎の上面等、雨
水を受けてこれを流下させる機能を有する面の全てを含むものである。
【００５１】
　(3) 前記窓開口部３の上部枠６の上側の外壁部７に設けられている水抜き具２は、該上
部枠６の長さ方向の中央部の１箇所とされることの他、該窓開口部３の左右長さに応じて
適宜箇所に１箇所乃至複数箇所設けられるものである。
【００５２】
　(4) 前記実施例に係る水抜き具２は、水勾配を有する雨水流下面２５に容易に対応でき
るように、前記箱状部４３を前記固定片部４１の下端５６に屈曲部５９を介して連結され
ているが、図２６に示すように、前記箱状部４３を前記固定片部４１の下端５６に、個々
の雨水流下面２５の水勾配に合わせて所要屈曲状態に一体成形することもある。
　又、前記上部枠の上面等としての雨水流下面２５が略水平な面として形成されている場
合は、図２７に示すように、前記箱状部４３を前記固定片部４１の下端に直角状態に連結
してもよい。
【００５３】
　(5) 前記実施例においては、前記側板部６１，６１の先端が固定片部４１の左右端より
も突出することがある他、退いた状態となることもある。
【００５４】
　(6) 前記固定片部４１は、前記各実施例においては、その左右部分で横胴縁２６に固定
されているが、片側で固定されてもよい。
【００５５】
　(7) 前記各実施例においては、排水部の左右長さが比較的短く形成されているが、該左
右長さを比較的長く形成することもある。
【００５６】
　(8) 本発明に係る水抜き具が応用される前記上枠部の上側に存する外壁部を構成する下
地材は、前記横胴縁を左右方向で固定して構成することの他、縦胴縁を所要間隔で、上下
方向で固定することによっても構成される。この場合、該縦胴縁の下端を雨水流下面２５
から稍浮かして、該下端と雨水流下面２５との間に、該雨水流下面２５に流下した浸入雨
水を前記排水路１１７の流入口１１５に向けて移動させるための間隙を設けるのがよい。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】排水構造を示す断面図である。
【図２】排水構造を示す一部を欠切した斜視図である。
【図３】水抜き具を横胴縁に固定した状態を示す斜視図である。
【図４】水抜き具を示す斜視図である。
【図５】その使用状態を示す断面図と、浸入雨水の排出状態を示す説明図である。
【図６】水抜き具を下から見た斜視図である。
【図７】水抜き具を下から見た斜視図である。
【図８】水抜き具の底面図である。
【図９】各部の寸法を示す説明図である。
【図１０】水切り具周辺におけるバックアップ材の取付け状態を示す平面図である。
【図１１】水切り具の他の実施例を使用状態と共に示す斜視図、断面図である。
【図１２】水切り具のその他の実施例を使用状態と共に示す斜視図、断面図である。
【図１３】水切り具のその他の実施例を使用状態と共に示す斜視図、断面図である。
【図１４】水切り具のその他の実施例を使用状態と共に示す斜視図、断面図である。
【図１５】水切り具のその他の実施例を示す斜視図である。
【図１６】水切り具のその他の実施例を示す斜視図である。
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【図１７】水切り具のその他の実施例を示す斜視図である。
【図１８】水切り具のその他の実施例を示す斜視図である。
【図１９】水切り具のその他の実施例を示す斜視図である。
【図２０】水切り具のその他の実施例を示す斜視図である。
【図２１】水切り部の他の態様を示す底面図である。
【図２２】水切り部のその他の態様を示す底面図である。
【図２３】水切り部のその他の態様を示す底面図である。
【図２４】水切り部のその他の態様を示す底面図である。
【図２５】水切り部のその他の態様を示す底面図である。
【図２６】水切り具のその他の実施例を使用状態で示す断面図である。
【図２７】水切り具のその他の実施例を使用状態で示す断面図である。
【図２８】従来の外壁部における排水構造を示す断面図である。
【図２９】その排水構造で使用する水抜き具を示す斜視図である。
【図３０】その水抜き具の使用状態を示す断面図である。
【符号の説明】
【００５８】
　１　排水構造
　２　水抜き具
　３　窓開口部
　６　上部枠
　７　外壁部
　９　下地部
　１０　外装材
　２５　雨水流下面
　２６　横胴縁
　２７　横胴縁の下端
　２９　横間隙
　３２　縦間隙
　３９　排水部
　４１　固定片部
　４３　箱状部
　４７　上面部
　４９　側面部
　５０　下端面
　５１　内端面
　５２　外端面
　５３　外壁部の内側
　５５　水切り部
　５９　屈曲部
　６１　側板部
　６９　側部屈曲部
　７７　水切り片
　８０　水切り片先側部分
　８１　内端列
　８２　中央列
　８３　外端列
　８５　側部水切り片
　８６　中間水切り片
　９３　連通間隙
　１１７　排水路
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１５】

【図１６】

【図１７】

【図１８】
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【図１９】

【図２０】

【図２１】

【図２２】

【図２３】 【図２４】
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【図２５】 【図２６】

【図２７】 【図２８】
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【図２９】
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